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時
の
流
れ
は
速
い
も
の
で
、
間

も
な
く
新
し
い
歳
を
迎
え
ま
す
。

初
冬
の
陽
だ
ま
り
の
な
か
で
時
間

と
空
間
を
巻
き
戻
し
て
見
た
く
な

る
の
は
老
の
な
せ
る
感
慨
な
の
で

し
ょ
う
。
彼
是
と
思
い
浮
か
ぶ
忘

れ
が
た
い
事
柄
を
反
芻
す
る
の

も
、
来
る
歳
へ
の
備
え
な
の
か
も

と
思
い
ま
す
。

 

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
日
常
が

変
化
し
て
か
ら
三
年
余
り
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
三
年
前
の

早
春
、
横
浜
港
に
入
港
し
た
豪
華

客
船
の
集
団
感
染
で
知
ら
さ
れ
た

正
体
不
明
な
病
は
憶
測
に
よ
る
不

安
を
増
大
さ
せ
ま
し
た
。

 

卒
業
式
を
直
前
に
控
え
た
土
曜

日
の
午
後
、
感
染
者
や
濃
厚
接
触

者
の
隔
離
が
知
ら
さ
れ
、
卒
業
式

の
延
期
決
定
や
報
道
関
係
者
向
け

の
記
者
会
見
を
行
い
ま
し
た
。
申

し
訳
な
い
思
い
出
で
す
。
卒
業
式

が
出
来
な
か
っ
た
皆
さ
ん
か
ら
は

失
望
の
声
が
沢
山
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
責
任
者
と
し
て
謝
罪

を
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
の
夏
は
殊
の
外
、
熱
い
夏

で
し
た
が
、
学
内
の
各
施
設
の
補

修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
３
月
16
日
の
大
地
震
で
被
害

を
受
け
た
個
所
ば
か
り
で
は
な

く
、
次
に
大
き
な
地
震
が
起
き
て

も
安
全
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
で
し
た
。
毎
年
の

こ
と
で
す
が
、
梅
雨
時
に
は
何
処

か
で
豪
雨
災
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
災
害
に
よ
っ
て
多
く
の
大
切

理事長･学園長

関口　修

な
命
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
痛
ま
し

く
、
防
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
安
全
安
心
は
学
び
舎
の
基

礎
、
学
校
教
育
の
基
本
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
に
起
因
し
た
原

子
力
発
電
所
の
事
故
処
理
と
被
災

者
へ
の
対
応
は
忘
れ
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
自
然
災
害
が
多
い
国

に
住
む
私
た
ち
は
、
自
然
を
恐
れ

な
が
ら
自
然
と
の
共
生
を
図
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 

学
園
の
大
切
な
行
事
「
も
み
じ

会
」
は
三
年
間
の
長
き
に
わ
た

り
、
豪
雨
水
害
や
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
被
害
を
受
け
、
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
漸
く

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
学
園
全
て
の

皆
さ
ん
が
活
き
活
き
と
学
生
・
生

徒
・
園
児
本
来
の
姿
を
回
復
し
た

こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
し
た
。
さ

ら
に
「
も
み
じ
会
」
に
引
き
続

き
、
長
ら
く
懸
案
と
な
っ
て
い
た

「
生
活
文
化
博
物
館
」
が
開
館
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
こ
と
も
学
園

の
歴
史
に
残
る
出
来
事
で
す
。

　

今
、
私
が
最
も
懸
念
し
、
皆
さ

ん
に
熟
慮
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と

は
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
多
用

す
る
便
利
さ
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
で

文
章
を
書
い
て
い
る
と
筆
記
文
字

を
忘
れ
て
い
た
り
、
文
体
に
纏
ま

り
が
無
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
文
字
一
文

字
、
心
を
込
め
て
、
相
手
を
思
う

文
体
を
考
え
て
手
紙
を
記
す
こ
と

や
、
考
え
を
適
切
に
伝
え
る
表
現

は
人
の
心
を
動
か
し
ま
す
。

S
N
S
と
て
も
同
様
で
す
し
、
責

任
あ
る
使
い
方
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

便
利
の
中
に
危
険
が
潜
み
、
不
便

の
中
に
も
宝
が
あ
る
よ
う
で
す
。

小
春
日
和
の
な
か
で

小
春
日
和
の
な
か
で
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開成の杜（2）

入
れ
た
日
本
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
栄
養
教
育

ツ
ー
ル
の
考
案 

小
島
梨
奈
／
久
岐
愛
奈

▽
鉄
摂
取
意
識
向
上
の
た
め
の
教
育
ツ
ー
ル

「
鉄
カ
ル
テ
ッ
ト
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
版
」の
作

成
と
活
用

齋
藤
千
聖
／
面
川
沙
羅
／
黒
川
安
未
莉

▽
女
子
高
校
生
卓
球
部
に
お
け
る
健
康
増

進
に
向
け
た
鉄
摂
取
向
上
の
取
り
組
み

千
葉
優
奈
／
齋
藤
の
ぞ
み
／
鈴
木
杏
奈

▽
幼
児
を
も
つ
保
護
者
の
幼
少
期
の
食
育
体

験
と
現
在
の
食
生
活
状
況
及
び
食
育
実

施
状
況
と
の
関
連
性

 

東
條
真
紀
／
井
浦
陽
菜

▽
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
た
食
育
の
推
進

〜
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
情
報
発
信

の
試
み
〜 

馬
場
蒼
／
鈴
木
萌
々
香
／

 

菊
地
祐
佳
／
泉
田
真
由

▽
乳
酸
菌
と
酢
酸
菌
の
同
時
発
酵
の
検
討

芋
田
梢

▽
同
じ
土
地
に
生
育
し
て
い
る
植
物
の
放

射
線
核
種
の
吸
収
特
性 

星
花
澄

▽
猪
苗
代
湖
･
裏
磐
梯
湖
沼
地
域
に
お
け
る

ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
の
生
育
域
と
行
動
調
査

田
中
有
里

▽
鏡
石
町
と
の
連
携
事
業〝
減
塩
ヘル
シ
ー

ラ
イ
フ
教
室
〞の
意
義
に
つい
て

佐
藤
菜
月
／
山
岸
明
日
香
／
吉
田
知
世

／
大
野
絵
梨
子

▽
福
島
県
内
の
介
護
保
険
施
設
に
お
け
る

糖
尿
病
食
に
関
す
る
調
査 
小
室
亜
海
／

泉
田
悠
花
／
丸
山
真
季
／
小
野
胡
桃

▽
葛
尾
村
で
の
取
り
組
み
報
告
〜
女
子
大

農
場
で
のエ
ゴマ
栽
培
並
び
に
商
品
開
発
〜 

志
賀
遥
／
佐
藤
り
り
か
／

鈴
木
日
菜
／
桝
田
文
香

▽
葛
尾
村
の
特
産
品
を
活
用
し
た
商
品

開
発
〜
ア
イ
ス
の
商
品
開
発
に
つい
て
〜

池
田
里
歩
／
岡
﨑
亜
美
／

遠
藤
真
悠
／
下
堂
薗
盛
桜

▽
妊
娠
期
の
つ
わ
り
と
体
重
増
加
量
の
関

係
性
に
つい
て 

柴
百
恵
／
犬
飼
す
み
れ

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
る
食
品
購
入
行
動
･
食
生
活
の
変
化

に
つい
て 

長
瀬
伶
奈
／
永
井
綾
乃

▽
生
活
活
動
記
録
法
と
加
速
度
計
法
で

求
め
た
身
体
活
動
量
の
比
較 
木
暮
雅
子

▽
消
防
士
へ
の
健
康
増
進
活
動
〜
栄
養
摂

取
状
況
の
把
握
と
宿
直
時
の
レ
シ
ピ
作
成
〜 

 

三
瓶
花
夏
／
村
岡
千
鶴
／

平
野
真
唯
／
村
越
結
美
佳

▽
食
事
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
た
勤
労
者
への

健
康
増
進
活
動 

栁
下
結
衣
／

柴
田
美
尋
／
長
谷
川
実
央
／
舘
山
陽
向

▽
高
校
生
ア
ス
リ
ー
ト
に
お
け
る
怪
我
と

食
行
動
と
の
関
連

関
美
南
／
斉
藤
恵
里
／
長
澤
里
咲

▽
鏡
石
町
と
の
地
域
連
携
事
業
〜
勤
労
者
へ

の
健
康
増
進
事
業
の
取
り
組
み
に
つい
て
〜 

唐
橋
玲
奈
／
小
賀
坂
里
紗
／

 

安
藤
久
瑠
美
／
佐
藤
綾
香

▽
若
年
女
性
の
鉄
不
足
に
対
す
る
食
事
改

善
と
サ
プ
リ
メ
ン
ト
摂
取
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ

 

石
塚
絵
美
里

【
生
活
科
学
科
　
福
祉
コ
ー
ス
】

▽
高
齢
者
の
孤
立
の
現
状
と
居
場
所
づ
く

り 

佐
久
間
優
衣

▽
元
気
な
高
齢
者
か
ら
学
ぶ
地
域
で
の
取

り
組
み
への
ヒ
ン
ト 

渡
邉
愛
菜

▽
児
童
虐
待
が
起
こ
る
社
会
的
背
景
と
児

童
相
談
所
が
果
た
す
役
割 

鈴
木
杏
菜

▽
社
会
資
源
の
地
域
格
差
と
そ
れ
に
伴
う

在
宅
高
齢
者
の
幸
福
感
|
郡
山
市
と
玉

川
村
の
高
齢
者
の
比
較
| 

坂
本
茅
里

▽
高
齢
者
施
設
に
お
け
る
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ

ピ
ー
の
効
果
検
証
|
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
一
例
を
通
し
て
| 

岩
谷
萌
夏

▽
足
浴
と
笑
い
ヨ
ガ
に
よ
る
相
乗
効
果
の

検
証
|
足
浴
と
の
比
較
| 
駒
木
根
佑
香

▽
回
想
法
が
高
齢
者
の
生
き
が
い
感
に
与

え
る
影
響
|
高
齢
者
の
回
想
を
促
す
会

話
の
テ
ー
マ
| 

細
川
葵
未

▽
東
日
本
大
震
災
･
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
よ
る
被
災
者
の
現
状
と
課
題

|
福
島
県
の
被
災
状
況
か
ら
の
被
災
者
へ

の
支
援
| 

佐
々
木
早
苗

▽
高
齢
者
虐
待
の
現
状
と
支
援
の
在
り
方

 

福
田
真
歩

■
卒
業
研
究
中
間
発
表

【
生
活
科
学
科
　
生
活
総
合
コ
ー
ス
】

▽
生
徒
主
体
の
学
校
づ
く
り
に
寄
与
す
る

校
則
の
在
り
方 

高
徳
奈
歩

▽
い
じ
め
対
策
と
し
て
の「
特
別
な
教
科
道

徳
」の
可
能
性
|
授
業
実
践
と
道
徳
教
科

書
の
分
析
を
通
し
て
| 

今
泉
萌
英

▽
食
品
ロ
ス
削
減
に
関
す
る
一
考
察
|
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
変
遷
と
今
後
に
つ

い
て
| 

荒
明
颯
希

▽
生
活
と
旅
行
|
旅
行
が
生
活
に
与
え
る

影
響
と
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
旅
行
業
界
の

あ
り
方
| 

有
馬
聖
亜

▽
Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
家
庭
科
教
育 

山
口
莉
奈

▽
学
校
教
育
の
視
点
か
ら
見
た
防
災
教
育

に
つい
て
|
家
庭
科
教
育
に
お
け
る
提
案
|

吉
村
美
紀

【
建
築
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
】

▽
二
級
建
築
士
製
図
試
験
に
お
け
る
Ｒ
Ｃ

造
構
造
設
計
に
つい
て 

久
末
千
夏

▽
福
島
県
に
お
け
る
在
宅
介
護
に
関
す
る

住
宅
改
修
に
つ
い
て
|
郡
山
市
と
い
わ
き

市
を
事
例
と
し
て
| 

菊
地
沙
希

▽
福
島
県
に
お
け
る
空
き
家
の
現
状
と
課

題
に
つい
て 

栁
沼
麻
未

▽
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
太
陽

光
発
電
の
現
状
と
課
題
に
関
す
る
考
察

|
郡
山
市
S
邸
と
本
学
の
発
電
事
例
か

ら
| 

山
口
南

▽
生
活
騒
音
の
現
状
と
対
策
に
関
す
る
研
究

|
戸
建
て
住
居
の
観
点
か
ら
| 

橋
本
優
花

▽
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
し
た
地
域
づ

く
り
|
福
島
県
の
森
林
利
用
を
目
指
し

て
| 

一
條
夢
叶

▽
住
宅
の
Ｌ
Ｄ
Ｋ
空
間
の
変
遷
と
住
ま
い

方
に
関
す
る
研
究 

名
城
英
里

▽
山
形
県
に
お
け
る
農
村
住
宅
改
善
事
業

と
県
民
の
住
宅
像　

|
住
宅
設
計
競
技
に

み
る
指
導
方
針
の
変
遷
| 

安
達
瑠
渚

▽
福
島
県
沖
地
震
に
よ
る
文
化
財
建
造

物
の
被
害
と
そ
の
対
策 

松
本
未
羽

　
郡
山
女
子
大
学
家
政
学
部
の
卒

業
研
究
発
表
会
は
、第
76
回
も
み
じ

会（
10
月
27
・
28
日
）に
併
せ
て
開
か

れ
、食
物
栄
養
学
科
と
生
活
科
学
科

福
祉
コ
ー
ス
の
学
生
が
ポ
ス
タ
ー
掲

示
や
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
研
究
成
果
を

披
露
し
た
。ま
た
、生
活
科
学
科
の

生
活
総
合
、建
築
デ
ザ
イ
ン
両
コ
ー

ス
で
は
中
間
発
表
を
繰
り
広
げ
た
。

　
研
究
テ
ー
マ
と
発
表
者
は
次
の
通
り
。

■
卒
業
研
究
発
表

【
食
物
栄
養
学
科
】

▽
女
子
大
生
に
お
け
る
骨
密
度
の
維
持
･

上
昇
に
寄
与
す
る
要
因

本
城
実
紅
／
鴫
原
奈
帆
／
吉
岡
珠
梨
／

深
谷
奈
央
／
及
川
凪

▽
福
島
県
の
伝
統
的
汁
物
の
減
塩
に
関
す
る

N
a
／
K 

か
ら
の
検
討
⑵

山
寺
莉
緒
／
遠
藤
緩
奈

▽
古
殿
町
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
使
用
し
た
６
次

化
商
品
開
発
⑶ 
鈴
木
莉
央
／
大
野
咲
希

▽
郡
山
市
の
子
ど
も
た
ち
の
食
生
活
に
関

す
る
実
態
調
査
⑼ 

村
上
明
日
香

▽
学
童
期
に
お
け
る
栄
養
教
育
の
実
践
|

ア
ク
テ
ィ
ブ
･
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
を
取
り

　

今
年
の
就
職
は
採
用
活
動
の
早

期
化
、長
期
化
の
中
で
各
学
科
に
よ

り
就
職
活
動
の
進
捗
状
況
も
異
な

る
。幼
児
教
育
学
科
の
よ
う
に
8
月

に
実
習
を
終
え
、9
月
か
ら
就
職
活

動
が
本
格
化
す
る
学
科
も
あ
る
。

　

就
職
内
定
は
昨
年
度
と
同
様
に

推
移
し
て
い
る
。今
年
度
も
早
期
内

定
者
と
活
動
の
遅
い
学
生
の
二
極

化
が
明
確
で
、現
在
は
未
内
定
者

対
策
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、Ｗｅ
ｂ

上
で
の
説
明
会
や
面
接
が
７
割
く

ら
い
に
増
加
し
て
い
る
。スマ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
の
情
報
収
集
は
、手
軽
だ
が
早

期
の
離
職
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、基

礎
的
な
知
識
を
活
用
し
、将
来
を

見
据
え
た
企
業
研
究
･
企
業
選
択

の
判
断
を
し
て
ほ
し
い
。

　

今
は
大
き
な
価
値
転
換
が
起
き

て
お
り
、ビ
ジ
ネ
ス
環
境
も
複
雑
化

し
て
い
る
。こ
こ
数
年
コ
ロ
ナ
禍
に

な
っ
て
主
体
的
に
情
報
を
取
り
に

いっ
て
い
な
い
学
生
は
行
動
が
遅
れ

る
。目
的
を
決
め
自
主
的
に
動
き
、

就
職
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
自
律

心
を
持
っ
て
や
っ
て
い
く
事
が
必
要

で
は
な
い
か
。そ
れ
が
早
期
の
就
職

内
定
の
就
職
活
動
に
繋
が
り
、イ
ン

タ
ー
ン
シッ
プ
に
も
響
く
。現
大
学
２

年
生
よ
り
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
あ

り
方
が
三
省
合
意（
文
部
科
学
省
、

厚
生
労
働
省
、経
済
産
業
省
）に
よ

り
変
わ
って
く
る
。

　

11
月
30
日
に
は
第
5
回
就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス
で
就
職
内
定
者
が
就
職
活

動
発
表
を
し
た
。大
学
３
年
、短
大

１
年
生
は
先
輩
の
発
表
を
参
考
に
、

年
々
早
ま
る
就
職
活
動
の
一
歩
を

踏
み
出
し
て
ほ
し
い
。

就職内定者の体験発表

就
職
部
よ
り

も
み
じ
会
に
併
せ
説
明 

中
間
発
表
も

家
政
学
部
生
が
卒
業
研
究
発
表

研究成果や中間発表を行う生活科学科の学生

研究成果をポスターにまとめ説明する
食物栄養学科の学生

令
和
元
年
度
卒
業
生

ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。

　

卒
業
生
の
う
ち
56
名
と
当
時
の
各

学
科
の
教
員
32
名
が
出
席
し
た
。関

口
修
学
長
が「
３
年
を
経
て
皆
さ
ん

に
集
ま
って
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝

し
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
。乾
杯
後
、学

科
ご
と
の
テ
ー
ブ
ル
で
学
生
時
代
の

思
い
出
や
近
況
な
ど
を
語
り
合
った
。

　
ア
ト
ラ
ク
ション
で
幼
児
教
育
学
科

チ
ャ
イ
ル
ド
･
ミ
ュ
ー
ジッ
ク
コ
ー
ス
の

現
役
学
生
に
よ
る
演
奏
も
披
露
さ

れ
、和
や
か
に
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

　

環
境
委
員
会
と
ナ
チュラ
ル
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル（
Ｎ
Ｌ
Ｓ
）部
は
10
月
１
日
、

郡
山
市
熱
海
町
で
石
筵
開
成
の
杜

探
検
･
自
然
観
察
会
を
開
催
し
た
。

　

福
島
県
森
林
自
己
学
習
支
援

事
業
の
補
助
を
受
け
、自
然
に
触

れ
な
が
ら
森
林
の
大
切
さ
を
理
解

し
て
も
ら
お
う
と
初
め
て
企
画
し

た
。幼
稚
園
児
と
小
学
生
、そ
の
家

族
ら
30
人
が
参
加
し
た
。

　

参
加
者
は
大
学
関
係
者
と
協
力

企
業
の
社
員
と
と
も
に
、杜
の
中
を

散
策
し
て

植
物
採
集

や
木
の
せ

ん
定
な
ど

を
体
験
し

た
。ま
た
、

木
の
幹
を

使
っ
た
コ
ー

ス
タ
ー
作

り
も
楽
し

ん
だ
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
影
響

で
卒
業
式
実
施
を
見
送
っ
た
令
和

元
年
度（
2
0
1
9
年
度
）の
卒
業

生
に
参
加
を
呼
び
掛
け
た「
卒
業

の
集
い
」が
10
月
22
日
、郡
山
ビュ
ー令和元年度卒業生が参加した卒業の集い

石筵開成の杜の生態を説明する学生ら

石
筵
開
成
の
杜
で

観
察
や
林
業
体
験

「
卒
業
の
集
い
」開
催



開成の杜（3）

広
く
一
般
の
方
々
に
も
公
開
し
、地

域
文
化
の
創
成
に
役
立
て
る
。

　

古
代
か
ら
近
世
ま
で
の
日
本
の

服
飾
史
を
知
る
衣
装
を
着
け
た
等

身
大
人
形
35
体
、文
楽
人
形
１
対

を
は
じ
め
、創
立
者
の
関
口
富
左
名

誉
学
園
長
が
収
集
さ
れ
た
絵
画
や

陶
磁
器
な
ど
を
収
蔵
し
て
い
る
。ま

た
、本
学
園
の
創
立
記
念
行
事
に

ち
な
み
特
注
さ
れ
た
染
織
や
漆
芸

品
な
ど
も
展
示
し
て
い
る
。

　

今
後
、常
設
展
に
加
え
特
別
展
、

企
画
展
を
随
時
、開
催
し
て
い
く
。

　

生
活
文
化
博
物
館
ロ
ビ
ー
で
１

月
23
日
ま
で「
お
か
え
り
な
さ
い
！

発
掘
ガ
ー
ル
展
」が
開
か
れ
て
い
る
。

　

短
期
大
学
部
学
芸
員
課
程
の
主

催
。２
０
０
１
年
以
来
、続
け
て
い
る

会
津
若
松
市
の
笹
山
原
遺
跡
の
調

査
の
成
果
を
展
示
し
、今
年
度
の

発
掘
調
査
の
様
子
な
ど
も
紹
介
し

て
い
る
。

　

郡
山
開
成
学
園
の
学
術
諸
分
野

と
連
携
し
、教
育
･
研
究
資
料
を

収
集
、保
管
、展
示
し
て
活
用
す
る

「
生
活
文
化
博
物
館
」が
10
月
27

日
、正
式
に
開
館
し
た
。

　

従
来
の「
日
本
風
俗
美
術
館
」を

整
備
し
て
新
た
な
博
物
館
と
し
た
。

短
期
大
学
部
学
芸
員
課
程
の
学
生

の
実
践
的
教
育
施
設
と
し
て
、ま
た

学
生
･
生
徒
･
園
児
の
教
養
教
育

の
場
と
し
て
活
用
す
る
と
と
も
に
、

　　

第
２
１
７
回
芸
術
鑑
賞
講
座

「
日
本
画
展
」は
10
月
４
日
か
ら
９

日
ま
で
建
学
記
念
講
堂
展
示
ロ

ビ
ー
で
開
か
れ
た
。

　

室
町
時
代
の
水
墨
画
の
大
家
･

雪
舟
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
隆
盛

を
誇
っ
た
狩
野
派
な
ど
の
作
家
、明

治
か
ら
昭
和
に
か
け
活
躍
し
た
著

名
な
作
家
の
作
品
を
展
示
し
、日
本

画
の
系
譜
と
奥
深
さ
な
ど
を
学
ん

で
も
ら
お
う
と
企
画
。第
76
回
も
み

じ
会
共
催
と
し
て
４
年
ぶ
り
に
一

般
公
開
も
実
施
し
た
。

　

会
場
で
は
雪
舟
の「
花
瓶
圖
」、

蕪
村
･
呉
春
の「
俳
画
」、円
山
応

挙
の「
花
鳥
圖
」、狩
野
芳
崖
の「
白

鷹
圖
」を
は
じ
め
、近
代
で
は
横
山

大
観
の「
霊
峰
図
」、上
村
松
園
の

「
初
雪
」、鏑
木
清
方
の「
唐
美
人
」

な
ど
約
50
点
が
披
露
さ
れ
た
。本
学

所
蔵
の
円
山
応
挙
作
の
屏
風「
雄

波
雌
波
図
」も
特
別
展
示
し
た
。

　

期
間
中
、学
生
や
生
徒
、園
児
ら

が
時
代
を
超
え
た
名
作
を
鑑
賞
し

た
。ま
た
、郡
山
市
を
中
心
に
県
内

各
地
や
山
形
県
、茨
城
県
な
ど
か
ら

の
べ
１
３
０
人
の
一
般
来
場
者
が

あ
っ
た
。

　

郡
山
開
成
学
園
の
令
和
４
年
度

永
年
勤
続
者
表
彰
式
は
10
月
25
日
、

学
内
で
行
わ
れ
、勤
続
40
年
、30
年
、

20
年
、10
年
の
計
12
名
を
称
え
た
。

　

該
当
者
と
常
勤
理
事
が
出
席
。

関
口
修
理
事
長
が
表
彰
状
と
祝
金

を
贈
り
、労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。代
表
し

て
水
野
時
子
さ
ん（
短
大
･
教
授
）

が
謝
辞
を
述
べ
た
。

　

永
年
勤
続
者
は
次
の
通
り
。

▽
40
年
＝
菊
池
節
子（
大
学
･
教

授
）水
野
時
子（
短
大
･
教
授
）

▽
30
年
＝
小
澤
千
晶（
幼
稚
園
･

教
諭
）

▽
20
年
＝
善
方
美
千
子（
大
学
･

助
教
）小
松
太
志（
短
大
･
准
教

授
）難
波
宏
彰（
高
校
･
教
諭
）堀

田
雅
明（
高
校
･
教
諭
）

▽
10
年
＝
磯
部
哲
夫（
短
大
･
教

授
）山
口
猛（
短
大
･
准
教
授
）加

藤
あ
ゆ
美（
高
校
･
教
諭
）佐
久
間

久
美
子（
幼
稚
園
･
教
諭
）本
多
泰

治（
事
務
局
･
就
職
部
）

　
郡
山
開
成
学
園
は
赤
い
羽
根
共

同
募
金
に
賛
同
し
、学
生
･
生
徒
、

教
職
員
か
ら
募
っ
た
１
３
９
１
３
５

円
を
郡
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

寄
付
し
た
。

　

学
内
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
は
、

大
学
学
友
会
の
渡
部
真
緒
厚
生
部

長
と
短
大
学
友
会
の
増
子
梨
央
奈

厚
生
部
長
、附
属
高
校
の
堀
江
夢

月
生
徒
会
長
が
永
久
保
利
弥
市
社

協
副
会
長
へ
浄
財
を
手
渡
し
た
。

　

学
園
の
皆
さ
ん
の
善
意
は
、社
会

福
祉
の
充
実
や
災
害
の
被
災
者
支

援
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
る
。

　

政
府
が
11
月
３
日
に
発
表
し

た
秋
の
叙
勲
で
、関
口
修
郡
山
開

成
学
園
理
事
長
･
郡
山
女
子
大

学
長
が
旭
日
中
綬
章
の
栄
に
浴

さ
れ
ま
し
た
。

　

関
口
理
事

長
は
、長
年
に

わ
た
り
郡
山

女
子
大
学
、郡

山
女
子
大
学

短
期
大
学
部
の
教
員
や
学
校
法

人
郡
山
開
成
学
園
理
事
と
し
て
、

質
の
高
い
教
育
の
環
境
づ
く
り
に

尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、短
期
大
学
の
教
育
研
究

活
動
等
の
総
合
的
な
評
価
を
行

い
、そ
の
質
を
保
証
す
る
評
価
機

関
を
立
ち
上

げ
、そ
の
後
、大

学
の
評
価
機

関
も
加
わ
っ
た

一
般
財
団
法

人
大
学・短
期

大
学
基
準
協
会
の
理
事
長
を
今

年
3
月
ま
で
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
も
日
本
私
立
短
期
大
学

協
会
会
長
の
要
職
に
あ
り
ま
す
。

生
活
文
化
博
物
館
が

開
館

日本画の代表的な作家の作品を鑑賞する学生ら

日本女性の品格について語る星野さん

時
代
を
超
え
た
名
作
を
鑑
賞

第
２
１
７
回
芸
鑑「
日
本
画
展
」

 
地
域
文
化
の
創
成
に
も
活
用
へ

「
発
掘
ガ
ー
ル
展
」開
催
中

永
瀬
さ
ん
が
日
本
幼
少
児

健
康
教
育
学
会
賞
を
受
賞

生活文化博物館を視察する関口理事長ら

永年勤続表彰の受賞者と理事

賞状と副賞のトロフィーを
手にする永瀬さん 募金を贈る学生・生徒の代表

水
野
さ
ん
ら
12
名

永
年
勤
続
者
表
彰

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の

浄
財
を
郡
山
市
社
協
へ

日
本
女
性
の
品
格
を
語
る

星
野
さ
ん
招
き
教
養
講
座

関
口
修
学
園
理
事
長

旭
日
中
綬
章
の
栄
誉

　

今
年
度
の
第
２
回
教
養
講
座
は

11
月
２
日
、建
学
記
念
講
堂
で
開

か
れ
、女
優
で
エッ
セ
イ
ス
ト
の
星
野

知
子
さ
ん
が「『
武
士
の
娘
』に
み
る

日
本
女
性
の
品
格
〜
杉
本
鉞
子

（
え
つ
こ
）の
見
た
ア
メ
リ
カ
〜
」と
題

し
て
講
演
し
た
。

　

星
野
さ
ん
は
新
潟
県
長
岡
市
出

身
。明
治
の
初
め
に
旧
長
岡
藩
の
家

老
の
娘
に
生
ま
れ
、米
国
在
住
の
男

性
に
嫁
い
だ
後
、日
本
人
の
生
き
方

や
考
え
を
紹
介
し
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

「
武
士
の
娘
」を
執
筆
し
た
杉
本
鉞

子
に
共
感
し
、ド
キ
ュメ
ン
タ
リ
ー
ド

ラ
マ
の
企
画
･
出
演
や
、鉞
子
に
関

す
る
書
籍
を
出
版
し
て
い
る
。

　

講
演
で
は
、鉞
子
の
生
い
立
ち
や

ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
を
追
い
続
け
た

写
真
、貴
重
な
資
料
を
紹
介
。幼
少

か
ら
厳
し
い
躾（
し
つ
け
）と
教
育
を

受
け
た
鉞
子
が
、ア
メ
リ
カ
の
風
習
、

異
文
化
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
日
本

人
の
誇
り
を
忘
れ
ず
、日
本
女
性

と
し
て
の
品
格
を
保
ち
続
け
た
姿

が
語
ら
れ
た
。

　

短
期
大
学
部
幼
児
教
育
学
科

准
教
授
の
永
瀬
悦
子
さ
ん
は
、第

41
回
日
本
幼
少
児
健
康
教
育
学

会
で「
学
会
賞（
優
秀
論
文
賞
）」

を
受
賞
し
た
。

　

論
文「
児
童
を
対
象
と
し
た『
命

の
つ
な
が
り
』の
健
康
教
育
前
後
の

学
び
の
変
化
と
体
験
学
習
の
教
育

効
果
の
検
討
」が
高
く
評
価
さ
れ

た
。
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　第76回もみじ会は10月27日（木）28日（金）に盛大に開催された。
　３年前の台風による中止と翌年からのコロナ禍による学内発表のみの開催を
経て、４年ぶりに一般公開された。
　「不易と流行～地域社会の復興～」をテーマに、学生･生徒･児童が学びの成
果と日頃の活動を地域のために活かす視点で発表や展示を繰り広げた。
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中
学
の
部
活
動
で
毎
日
、サ
ク
ソ

フ
ォ
ン
を
手
に
し
て
い
た
の
で
す
が
、

卒
業
以
降
、楽
器
を
仕
舞
っ
て
い
ま

し
た
。２
０
０
０
年
に
再
挑
戦
し
た

く
な
り
、教
室
に
通
い
始
め
ま
し
た
。

先
生
に
誘
わ
れ
て
、サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
だ

け
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
参
加
し
、そ
の

音
色
と
楽
譜
か
ら
音
符
を
一
心
不

乱
に
追
い
か
け
る
心
地
よ
さ
に
夢
中

に
な
って
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、仲
間
二
人
と「
ト
リ

オ（
三
重
奏
）」で
活
動
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。私
は
中
音
域
を
担

当
。曲
に
よ
っ
て
ア
ル
ト
サ
ク
ソ
フ
ォ

ン
、テ
ナ
ー
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
を
吹
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。自
分
の
中
音
域

（
２ｎ
ｄ
）の
役
割
を
発
揮
で
き
ず
、

高
音
域（
１ｓ
ｔ
）の
音
程
に
は
も
り

な
が
ら
、低
音
域（
３ｒ
ｄ
）の
刻
む

リ
ズ
ム
に
乗
る
こ
と
の
難
し
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。う
ま
く
い
か
な
い
と
、

目
立
つ
こ
と
の
な
い
存
在
な
の
か
？

実
力
が
な
い
か
ら
２ｎ
ｄ
な
の
か
？
と

い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
も
…
。

　

そ
ん
な
時
、有
名
な
音
楽
番
組

で
、『
２ｎ
ｄ
奏
者
の
す
ご
さ
を
知

る
』特
集
が
あ
り
ま
し
た
。２ｎ
ｄ
の

役
割
は「
３
度
下
を
は
も
る
」「
常

に
１ｓ
ｔ
を
意
識
」「
１ｓ
ｔ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
に
合
わ
せ
る
」「
ど
う
思
っ
た
ら

幸
せ
か
考
え
る
」「
時
に
は
１ｓ
ｔ
を

煽
る
」な
ど
な
ど
…
。

　

よ
く
よ
く
考
え
る
と
、自
分
の
仕

事
と
同
じ
こ
と
ば
か
り
で
す
。自
分

の
や
る
こ
と
が
言
葉
で
表
現
さ
れ
て

肩
の
力
が
抜
け
ま
し
た
。
一
方
で
、

む
し
ろ
高
い
意
識
的
･
技
術
的
ス
キ

ル
が
必
要
な
こ
と
も
感
じ
ま
し
た
。

　

は
も
る
こ
と
に
３
人
が
心
地
よ
さ

を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、コ
ロ
ナ
禍

を
乗
り
切
っ
た
際
に
は『
２ｎ
ｄ
奏

者
』と
し
て
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

10
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た「
大

町
キ
ッ
ズ
ベ
ー
ス
ま
つ
り
」の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。星
総
合

病
院
こ
ど
も
事
業
部
が
運
営
す
る

大
町
キ
ッ
ズ
ベ
ー
ス
は
、乳
幼
児
の
一

時
預
か
り
や
児
童
ク
ラ
ブ
、フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
な
ど
、地
域
の
学
び
と
交
流

の
場
と
し
て
様
々
な
利
用
が
で
き
る

場
所
で
す
。

　

お
祭
り
に
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や

お
化
け
屋
敷
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど

子
供
た
ち
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
イ
ベン
ト

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、開
始
早
々
、

各
ブ
ー
ス
に
行
列
が
で
き
て
い
ま
し

た
。ハロ
ウ
ィ
ン
に
ち
な
み
仮
装
参
加

大
歓
迎
と
い
う
こ
と
で
、子
供
た
ち

が
思
い
思
い
の
可
愛
ら
し
い
仮
装
を

し
て
、全
力
で
楽
し
ん
で
い
る
姿
を

見
る
だ
け
で
、皆
が
笑
顔
に
な
り
ま

し
た
。

　

受
付
で
チ
ラ
シ
を
配
っ
て
い
る
と

「
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
か
？
」「
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
で
も
大
丈
夫
か
し

ら
？
」な
ど
、子
供
た
ち
の
声
に
引

き
寄
せ
ら
れ
、イ
ベ
ン
ト
に
興
味
を

持
っ
た
多
く
の
方
々
か
ら
声
を
掛
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

地
域
･
法
人
･
大
町
キ
ッ
ズ
ベ
ー

ス
の
利
用
者
だ
け
で
な
く
、年
齢
･

性
別
を
問
わ
ず
飛
び
入
り
参
加
で

も
楽
し
め
る
お
祭
り
か
ら
は
、ま
さ

に
人
と
人
と
を
結
び
、地
域
を
元

気
に
す
る「
地
域
力
」を
感
じ
ま
し

た
。
　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、保

育
･
医
療
･
福
祉
･
地
域
の

方
々
、様
々
な
職
種
が
連
携
す
る
こ

と
に
よ
って
実
現
す
る
、子
供
に
と
っ

て
の
良
い
環
境
、地
域
の
力
で
子
供

た
ち
を
守
り
、育
て
る
こ
と
の
重
要

性
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。今
後
も
積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

家
庭
寮
で
は
、大
学
･
短
大
、高

校
生
と
も
に
70
人
が
生
活
し
、
一

号
館
で
は
各
部
屋
に
Ｉ
Ｈ
調
理
器
、

二
号
館
で
は
ガ
ス
台
が
各
階
に
設
置

さ
れ
て
い
る
た
め
、日
々
火
災
の
防

止
に
努
め
て
い
ま
す
。10
月
19
日
に

家
庭
寮
初
期
消
火
訓
練
が
行
わ

れ
、私
は
火
元
整
備
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
全
員
が
消
火
器
を
手

に
し
、火
に
見
立
て
た
段
ボ
ー
ルへ
消

火
薬
剤
を
撒
き
ま
し
た
。ま
た
、放

水
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、消
火
栓

の
使
用
方
法
を
聞
き
、ホ
ー
ス
を

持
っ
て
重
さ
を
体
感
し
ま
し
た
。日

頃
か
ら
火
災
が
発
生
し
な
い
よ
う
意

識
す
る
こ
と
は
重
要
で
す
が
、訓
練

を
通
し
て
、緊
急
時
に
適
切
な
対
処

が
で
き
る
よ
う
備
え
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　

感
染
症
対
策
と
し
て
、家
庭
寮
で

も
様
々
な
行
事
が
制
限
さ
れ
て
い

ま
す
。今
回
の
消
火
訓
練
は
、春
季

で
行
っ
た
避
難
経
路
確
認
よ
り
も

実
践
的
な
内
容
と
な
り
、防
災
意

識
の
向
上
と
共
に
、寮
生
間
の
連
帯

が
強
ま
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。ま
た
、

11
月
３
日
に
食
堂
で
ラ
ン
チ
芋
煮
会

が
開
催
さ
れ
、学
年
の
垣
根
な
く
、

多
く
の
参
加
者
が
食
事
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

少
し
ず
つ
、情
勢
を
鑑
み
な
が
ら

で
は
あ
り
ま
す
が
、寮
生
が
集
う
行

事
が
増
え
て
お
り
、嬉
し
く
思
い
ま

す
。寮
生
活
の
中
で
培
っ
て
き
た
友

情
や
思
い
出
、生
活
の
基
礎
は
、卒

業
後
の
私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
豊

か
に
、温
か
く
彩
って
く
れ
る
も
の
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
小
説
は
、２
０
２
１
年
の
本

屋
大
賞
受
賞
作
品
で
す
の
で
読
ま

れ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。児
童

虐
待
、Ｄ
Ｖ
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、ト
ラ

ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
等
の
社
会
問
題
を

取
り
上
げ
な
が
ら
、誰
に
も
届
か
な

い
孤
独
と
悲
し
み
を
描
い
て
い
ま

す
。

　

52
ヘル
ツ
の
ク
ジ
ラ
と
は
、他
の
ク

ジ
ラ
が
聞
き
取
れ
な
い
52
ヘル
ツ
と
い

う
高
い
周
波
数
で
鳴
く
、世
界
で

一
頭
だ
け
の
ク
ジ
ラ
で
す
。広
大
な

海
に
は
た
く
さ
ん
の
仲
間
が
い
る
は

ず
な
の
に
声
を
出
し
て
も
何
も
届

か
な
い
。誰
か
に
分
か
っ
て
も
ら
い
た

い
。認
め
て
も
ら
い
た
い
。こ
れ
は
誰

に
で
も
あ
る
気
持
ち
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

　

私
は
児
童
養
護
施
設
、児
童
相

談
所
等
に
勤
務
し
、い
ろ
い
ろ
な
子

供
た
ち
や
家
族
の
方
に
出
会
って
き

ま
し
た
。「
ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か

ら
な
い
」と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き

ま
す
。子
供
た
ち
と
家
族
の
幸
せ
を

願
っ
て
、小
説
の
最
後
の
文
章
を
紹

介
し
て
終
わ
り
ま
す
。

　
「
今
こ
の
時
、世
界
中
に
い
る
52
ヘ

ル
ツ
の
ク
ジ
ラ
た
ち
に
向
か
っ
て
。ど

う
か
、そ
の
声
が
誰
か
に
届
き
ま
す

よ
う
に
。優
し
く
受
け
止
め
て
も
ら

え
ま
す
よ
う
に
。わ
た
し
で
い
い
の
な

ら
、全
身
で
受
け
止
め
る
か
ら
ど
う

か
歌
声
を
止
め
な
い
で
。わ
た
し
は

聴
こ
う
と
す
る
し
、見
つ
け
る
か
ら
。

わ
た
し
が
二
度
も
見
つ
け
て
も
ら
え

た
よ
う
に
。き
っ
と
見
つ
け
て
み
せ
る

か
ら
。だ
か
ら
、お
願
い
。52
ヘル
ツ
の

声
を
聴
か
せ
て
。」

　

皆
さ
ん
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信

技
術
）化
の
波
を
感
じ
て
い
ま
す

か
？
　

私
は
仕
事
の
関
係
で「
小
･
中
･

高
の
学
校
」へ
の
訪
問
機
会
が
あ
り

ま
す
。郡
山
市
内

の
と
あ
る
小
学
校

を
覗
く
と
、元
気

に
授
業
を
受
け
る

児
童
の
姿
。「
タ
イ

ムマ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、

リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
、誹
謗
中
傷
、

著
作
権
、肖
像
権
、

フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル

等
」の
情
報
モ
ラ
ル

に
触
れ
な
が
ら
教

科
横
断
的
な
情
報

モ
ラ
ル
教
育
を
実

践
す
る
先
生
の
苦

労
が
伺
え
ま
す
。

　

唐
突
で
す
が

「
自
動
車
」の
話
を

し
ま
し
ょ
う
。親
し

い
友
人
と
談
笑
し

な
が
ら
ド
ラ
イ
ブ
が
可
能
な
便
利
な

〝
道
具
〞で
す
ね
。ハ
ン
ド
ル
を
握
る

ま
で
の
道
の
り
は
長
く
、「
18
歳
以

上
で
教
習
所
入
学
、仮
免
な
ど
を

経
て
卒
業
、本
試
験
合
格
で
運
転

免
許
証
交
付
」の
長
丁
場
。そ
の
後

も
定
期
的
な
免
許
更
新
が
必
要
で

す
。

　
〝
便
利
な
道
具
〞で
も「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」

で
は
事
情
が
異
な
り
ま
す
。具
体
的

な
年
齢
制
限
や
免

許
は
不
問
。ス
マ
ホ

子
守
り
で
赤
ん
坊

で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
触

れ
て
い
ま
す
。「
健

康
被
害
」「
炎
上
」

「
い
じ
め
」な
ど
の
い

わ
ば
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
交

通
事
故
は
世
代
を

問
わ
ず
発
生
し
て

い
ま
す
。『
情
報
モ

ラ
ル
＝
自
動
車
運

転
免
許
』と
の
解

釈
は
、決
し
て
無
理

で
は
な
さ
そ
う
で

す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
技
術

進
歩
は
目
覚
ま
し

く
、数
十
年
後
に
ス

マ
ホ
も
衰
退
し
新

し
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
登
場
す
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
常
識
と

は
？
情
報
モ
ラ
ル
を
身
に
つ
け
て
、Ｉ

Ｃ
Ｔ
時
代
で
楽
し
い
人
生
の
ド
ラ
イ

ブ
を
。

私
の
本
棚著

者
：
町
田
そ
の
こ

（
中
央
公
論
新
社
）

郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部
幼
児
教
育
学
科

宮
内
　
俊
一

教
授

『
52
ヘ
ル
ツ
の
ク
ジ
ラ
た
ち
』

生活診断室 シリーズ 70

郡山女子大学短期大学部　地域創成学科

准教授 山口　猛

ＩＣＴ時代を楽しく歩む

愛用のサクソフォン

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
私

栁沼　胡春
大学生活科学科２年

河端　桜
短大地域創成学科２年

附
属
幼
稚
園
教
諭

小
澤 

千
晶

大
町
キ
ッ
ズ
ベ
ー
ス
ま
つ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
気
づ
き

家
庭
寮
初
期
消
火
訓
練
に

参
加
し
て
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■ 

大
学
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
で

■ 

齋
藤
さ
ん
が
全
国
大
会
へ

　

短
期
大
学
部
地
域
創
成
学
科
の

齋
藤
優
佳
さ
ん（
１
年
）は「
全
国
大

学
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
２
０
２
２
」で
郡

山
支
部
予
選
、東
北
地
区
決
選
を

勝
ち
抜
き
、全
国
大
会
へ
出
場
す

る
。

　

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
は
知
的
書
評
合

戦
と
も
呼
ば
れ
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ゲ
ー
ム
。発
表
者
が
１
人
５
分
で

気
に
入
っ
た
本
を
紹
介
し
、他
の
発

表
者
と
観
客
が
一
番
読
み
た
く

な
っ
た
本
に
投
票
し
て『
チ
ャ
ン
プ

本
』を
決
定
す
る
。

　

齋
藤
さ
ん
は
本
学
で
行
わ
れ
た

郡
山
支
部
予
選
で『
そ
の
本
は
』（
又

吉
直
樹
／
ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ
著
）を

紹
介
。チ
ャ
ン
プ
本
に
選
ば
れ
、仙
台

市
で
開
か
れ
た
東
北
地
区
決
選
で
も

多
く
の
支
持
を
集
め
た
。

　

齋
藤
さ
ん
は
12
月
25
日
に
千
葉

県
浦
安
市
の
明
海
大
学
で
開
か
れ

る「
ファ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
ｉｎ
浦
安
」へ

出
場
す
る
。

■ 

き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

■ 

５
人
が
優
秀
賞
と
奨
励
賞

　

第
７
回
福
島
県
き
の
こ
料
理
コ
ン

ク
ー
ル
で
短
期
大
学
部
健
康
栄
養

学
科
１
年
の
関
彩
音
さ
ん
と
、附
属

高
校
食
物
科
３
年
の
佐
藤
瑠
依
さ

ん
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、ほ
か
に
大

学
、短
大
の
３
人
が
入
賞
し
た
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
は
福
島
県
森
林
･
林

業
･
緑
化
協
会
の
主
催
。大
学
、高

校
、一
般
か
ら
１
９
４
点
の
応
募
が

あ
り
、実
際
に
調
理
を
行
う
本
審

査
に
残
っ
た
７
人
の
う
ち
５
人
が
本

学
の
学
生
、生
徒
で
占
め
た
。

　

全
国
大
会
へ
進
む
知
事
賞
に
は

及
ば
な
かっ
た
も
の
の
、そ
れ
に
次
ぐ

優
秀
賞
に
２
人
、奨
励
賞
に
３
人
が

入
っ
た
。

　

奨
励
賞
は
次
の
通
り
。

　

河
野
歩
乃
佳（
大
学
食
物
栄
養
学

科
１
年
）中
井
萌
乃
佳
、塩
田
さ
く
ら

子（
短
大
健
康
栄
養
学
科
１
年
）

■ 

附
属
高
校
の
伊
東
さ
ん
が

■ 

ふ
く
し
ま
駅
伝
で
区
間
賞

　

11
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た「
第

34
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅

伝
競
走
大
会（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）」

（
白
河
市
〜
福
島
市
、16
区
間
95

㌔
）に
附
属
高
校
陸
上
競
技
部
か

ら
、郡
山
市
チ
ー
ム
に
伊
東
舞
莉
彩

さ
ん
と
薄
ひ
な
の
さ
ん（
と
も
に
３

年
）、浅
川
町
チ
ー
ム
で
市
川
心
菜

さ
ん（
２
年
）が
参
加
し
た
。

　

伊
東
さ
ん
は
第
11
区
を
走
り
見

事
に
区
間
賞
を
獲
得
。控
え
に
回
っ

た
薄
さ
ん
と
と
も
に
郡
山
市
の
10

年
ぶ
り
の
総
合
優
勝
に
貢
献
し
た
。

市
川
さ
ん
は
第
１
区
を
任
さ
れ
27

位
だ
っ
た
。

　

ま
た
、伊
東
さ
ん
は
来
年
１
月
15

日
に
京
都
市
で
開
か
れ
る
第
41
回
全

国
都
道
府
県
対
抗
女
子
駅
伝
競
走

大
会
の
福
島
県
チ
ー
ム
に
選
ば
れ
た
。
■ 

野
木
さ
ん

■ 

東
北
学
生
陸
上
３
位

　

大
学
陸
上
競
技
部
の
野
木
玲
那

さ
ん（
食
物
栄
養
学
科
３
年
）は
第

51
回
東
北
学
生
陸
上
選
手
権
大
会

（
10
月
16
･
17
日
、仙
台
市
）に
出

場
し
、女
子
2
0
0
ｍ
で
第
３
位

（
25
秒
86
）、1
0
0ｍ
は
第
５
位

（
12
秒
92
）に
入
賞
し
た
。

減るしぃレシピで
最優秀賞の湯田さん

　附属高校が７連覇
春高バレー 代表決定戦

郡
山
市
の
遠
藤
日
向
選
手
か
ら
タ
ス
キ
を
受
け
る

伊
東
さ
ん

=

第
 10  
中
継
所（
福
島
民
報
社
提
供
）

東北３位になった三瓶さん

の
文
京
学
院
大
学
女
子
高
と
対
戦

す
る
。

　

県
大
会
の
成
績
は
次
の
通
り
。

▽
準
々
決
勝

郡
山
女
子
大
附
属　
２

-

０　

福

島
東
稜

▽
準
決
勝

郡
山
女
子
大
附
属　
２

-

１　

相

馬
総
合

▽
決
勝

郡
山
女
子
大
附
属　
３

-

１　

聖

光
学
院

　

第
75
回
全
日
本
バレ
ー
ボ
ー
ル
高

校
選
手
権
大
会（
春
高
バ
レ
ー
）県

代
表
決
定
戦
を
兼
ね
た
第
50
回
Ｆ

Ｔ
Ｖ
杯
争
奪
県
高
校
バレ
ー
ボ
ー
ル

選
抜
優
勝
大
会
は
11
月
22
、23
日
、

福
島
市
国
体
記
念
体
育
館
で
開
か

れ
、附
属
高
校
が
７
年
連
続
24
度

目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

　

附
属
高
校
は
来
年
１
月
４
日
か

ら
東
京
都
の
東
京
体
育
館
で
開
幕

す
る
全
国
大
会
に
出
場
す
る
。初

日
の
１
回
戦
で
東
京
都
第
２
代
表

鶴
岡
市
で
開
か
れ
た
東
北
選
抜
大

会
個
人
戦
で
も
第
３
位
に
なった
。

■ 

三
瓶
さ
ん
が
全
国
高
校

■ 

弓
道
選
抜
大
会
へ
出
場

　

附
属
高
校
弓
道
部
の
三
瓶
莉
奈

さ
ん（
２
年
）は
県
高
校
新
人
大
会

の
個
人
戦
で
準
優
勝
し
、12
月
23
日

か
ら
熊
本
県
熊
本
市
で
開
か
れ
る

第
41
回
全
国
高
校
弓
道
選
抜
大

会
へ
出
場
す
る
。

　
三
瓶
さ
ん
は
11
月
26
日
に
山
形
県

し
た
。

▽
優
秀
賞
＝
永
﨑
紅
亜（
附
属
高
２

年
）▽
佳
作
＝
菊
地
理
子（
附
属
高

３
年
）高
埜
菜
奈（
附
属
高
２
年
）笠

間
明
日
香
、渡
邉
彩
花（
附
属
高
１

年
）鈴
木
慧
･
坂
内
里
帆
･
吉
田

桃
香（
大
学
生
活
科
学
科
３
年
）

■ 「
キ
リ
ン
さ
ん
」ダ
ン
ス

■ 

幼
児
教
育
学
科
で
振
付

　

短
期
大
学
部
幼
児
教
育
科
は
、

郡
山
市
と
市
内
に
あ
る
株
式
会
社

ケ
イ
エスエ
ム
か
ら
依
頼
を
受
け
、感

染
症
予
防
啓
発
の
産
学
官
連
携
事

業
と
し
て「
キ
リ
ン
さ
ん
」の
ダ
ン
ス

を
制
作
し
た
。

　

シ
ン
ガ
ー
･
ド
ラ
マ
ー
と
し
て
活

躍
す
る
、つ
の
だ
☆
ひ
ろ
さ
ん
が
作

詞
作
曲
し
、幼
児
教
育
学
科
の
学

生
が
振
付
を
考
え
た
。幼
児
を
は
じ

め
市
民
の
方
々
が
楽
し
ん
で
感
染

症
対
策
の
た
め
の
手
指
消
毒
に
取

り
組
め
る
よ
う
、分
か
り
や
す
い
動

き
の
ダ
ン
ス
に
し
た
。

　

動
画
を
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
公

式
Y
o
u 

T
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

公
開
し
て
い
る
。

■ 

減
る
し
ぃ
レ
シ
ピ
コ
ン

■ 

湯
田
さ
ん
が
最
優
秀
賞

　

食
材
を
使
い
切
る
ア
イ
デ
ア
を

競
う「
生
ご
み
減
量
！
減
る
し
ぃ
レ

シ
ピ
コ
ン
ク
ー
ル
」で
附
属
高
校
食

物
科
２
年
、湯
田
媛
香
さ
ん
が
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
は
郡
山
市
と
福
島
民

友
新
聞
社
の
共
催
。約
１
０
０
点
の

応
募
の
中
か
ら「
と
ろ
〜
り
餡
か
け

か
ぶ
肉
詰
め
」「
か
ぶ
の
葉
と
皮
の
ふ

り
か
け
」の
レ
シ
ピ
を
考
え
た
湯
田

さ
ん
が
栄
誉
に
輝
い
た
。

　

ほ
か
に
次
の
生
徒
、学
生
が
入
賞

７連覇で春高バレー出場を決めたバレーボール部員

きのこ料理を作り入賞した５人

東北学生３位の野木さん

気に入った本を
紹介する齋藤さん

「キリンさん」のダンス動画



開成の杜（8）

　

附
属
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が「
春

高
バ
レ
ー
」福
島
県
代
表
決
定
戦
で
７

連
覇
を
果
た
し
た
。野
球
や
サ
ッ
カ
ー

と
同
様
、競
技
人
口
の
多
い
種
目
で
高

い
レ
ベ
ル
を
維
持
す
る
の
は
容
易
で
は

な
い
。他
校
の
目
標
に
な
る
重
圧
も
、は

ね
返
し
た
成
果
だ
ろ
う
。夏
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
で
は
ベ
ス
ト
16
に
進
ん
だ
。さ

ら
に
成
長
し
た
姿
で
全
国
の
強
豪
と

渡
り
合
って
ほ
し
い
。

　

今
年
、白
河
の
関
が
話
題
に
な
っ
た
。

野
球
の
甲
子
園
大
会
で
東
北
地
方
の

高
校
が
初
め
て
優
勝
し
、大
旗
の
関
越

え
の
悲
願
が
か
なっ
た
。９
月
に
初
め
て

訪
ね
た
。関
所
と
いって
も
小
高
い
丘
に

祀
ら
れ
た
白
河
神
社
の
境
内
だ
。生
い

茂
っ
た
木
々
の
間
か
ら
蝉
の
声
が
響
き
、

周
囲
の
喧
騒
と
は
違
う
静
寂
が
印
象

的
だっ
た
。

　

国
史
跡「
白
河
関
」の
由
緒
書
き
に
、

い
に
し
え
の
人
々
の
陸
奥（
み
ち
の
く
）

に
対
す
る
意
識
を
感
じ
た
。名
だ
た
る

武
将
が
神
社
に
金
品
を
奉
献
し
、旅
す

る
文
人
が
、そ
の
光
景
に
筆
を
執
っ
た
。

決
し
て
東
北
を
蔑
ん
だ
り
し
て
い
な
い
。

高
校
野
球
に
遺
って
い
た〝
呪
縛
〞が
解

か
れ
、改
め
て
陸
奥
に
は
可
能
性
が
広

がって
い
る
と
胸
を
張
り
た
い
。    （
哲
）

99

郡
山
女
子
大
学
附
属
高
校
美
術
科
3
年
生
の
作
品
で
す
。授
業
の
み
な
ら
ず
、朝
や
放
課
後
の

時
間
を
活
用
し
て
熱
心
に
制
作
を
行
って
い
ま
す
。第
73
回
県
南
美
術
展
に
出
品
し
、複
数
点

の
作
品
が
入
選
･
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。そ
の
中
か
ら
2
作
品
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

もう一つの
平泉
羽柴直人著
吉川弘文館
請求記号
212.2||Ha

だから私は
ここにいる
アンナ・ラッセル著
カミラ・ピニェイロ絵
堀越英美訳
請求記号
280.4||Ra

スヴェトラーナ・
アレクシエーヴィチ著
三浦みどり訳
岩波書店
請求記号
986||A

郡山女子大学
大学図書館

BO OK
第21回

夜に
星を放つ
窪美澄著
文藝春秋
請求記号
913.6||Ku11

戦争は
女の顔を
していない

新しい本が届きました。
図書館おすすめの本をご紹介いたします。

「すくう」
Ｆ50号

附属高校美術科３年
福田　來実

「斜陽」
Ｆ50号

附属高校美術科３年
眞柄　仁美

修学旅行委員長
2年1組　渡部　柚

広島･関西方面へ修学旅行 附属高校

　

私
た
ち
2
学
年
1
1
0
名

は
、11
月
21
日
か
ら
広
島
･
関

西
方
面
へ
4
泊
5
日
の
旅
行
に

行
って
参
り
ま
し
た
。

　

常
に
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
対
策
を
意
識
し
な
が
ら
、

こ
の
時
期
が
1
年
で
最
も
美
し

い
と
言
わ
れ
る
地
域
を
巡
り
ま

し
た
。そ
こ
で
日
本
文
化
の
素
晴

ら
し
さ
、異
文
化
と
の
交
流
、戦

争
の
悲
惨
さ
と
平
和
へ
の
願
い

を
テ
ー
マ
に
学
習
し
ま
し
た
。

　

広
島
で
は
原
爆
の
恐
ろ
し
さ

を
目
の
当
た
り
に
し
、平
和
へ
の

思
い
を
一
層
強
く
し
ま
し
た
。厳

島
神
社
や
姫
路
城
で
当
時
の

人
々
の
偉
業
と
も
い
え
る
仕
事

ぶ
り
を
感
じ
、京
都
で
は
寺
社
仏

閣
の
み
な
ら
ず
、着
物
の
着
付
け

体
験
や
京
料
理
を
堪
能
す
る
な

ど
、一
人
ひ
と
り
が
テ
ー
マ
を
持
っ

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。大

阪
で
は
海
遊
館
と
Ｕ
Ｓ
Ｊ
を
訪

れ
、世
代
や
文
化
の
違
い
を
超
え

た
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
を
知
っ

て
、こ
れ
か
ら
の
国
際
交
流
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、こ
の
よ
う
な

機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た

先
生
方
や
家
族
、旅
行
に
関

わ
ら
れ
た
方
々
へ
の
感
謝
を

忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
高
校
生
活
を

更
に
充
実
さ
せ
、一
人
ひ
と

り
が
夢
を
実
現
で
き
る
よ

う
に
励
ん
で
参
り
ま
す
。

ユニバーサル・スタジオ・ジャパン

原爆ドーム

東大寺南大門金剛力士像

厳島神社

清水順正（食物科）

慈照寺銀閣


